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※　答は〈解答用紙〉に記入しなさい。

 eq \o\ac(□,一)　漢字について、次の問に答えなさい。
問一　次の傍線部について、カタカナは漢字に、漢字はひらがなに改めなさい。

Ａ　部屋はセマいが、きれいに片付けてある。
Ｂ　大手食品会社のフショウジが発覚する。
Ｃ　私のシュミは釣りです。
Ｄ　大きな荷物をカカえて歩く。
Ｅ　桜は日本をショウチョウする花だ。
Ｆ　この作品は登場人物の心理描写がすばらしい。
Ｇ　アナウンサーが生真面目な表情でニュースを読む。
Ｈ　これほど忠告しても聞かないとは強情なやつだ。
Ｉ　流石は文豪と呼ばれる小説家だ。
Ｊ　書きたいことは山ほどあるが、紙幅が尽きた。
問二　次の熟語の対義語を漢字で答えなさい。

Ａ　絶対　 Ｂ　具体　 Ｃ　未知 　Ｄ　理性　 Ｅ　普遍
問三　次の傍線部を漢字に改めなさい。

Ａ　英和ジテンで単語の意味を調べる。
Ｂ　図書館で百科ジテンを探す。
Ｃ　乗り越し運賃をセイサンする。
Ｄ　借金をセイサンする。

Ｅ　日曜大工でいすをセイサクする。
Ｆ　芸術作品をセイサクする。
Ｇ　理想をツイキュウする。
Ｈ　真理をツイキュウする。
Ｉ　責任をツイキュウする。
 eq \o\ac(□,二)　慣用句・ことわざ・故事成語について、次の問に答えなさい。
問一　次の〔　　〕内に、身体の部位を表す語を漢字一字で補って、慣用句を完成させなさい。また、その表現の意味として適当なものをあとのア～カから選び、符号で答えなさい。

Ａ　〔　　〕隠して尻隠さず　　　Ｂ　〔　　〕を疑う

Ｃ　〔　　〕の端に上る　　　　　Ｄ　食〔　　〕が動く

Ｅ　　馬〔　　〕をあらわす　　　Ｆ　鳥〔　　〕が立つ

ア　うわさの種になること
イ　寒気や恐怖によってぞっとすること
ウ　聞き間違いでは、と思うほど驚くこと
エ　一部を隠して全部を隠したつもりでいること
オ　隠していた正体が明らかになること

カ　興味を持つこと
問二　次の〔　　〕内に漢字二字を補って、ことわざを完成させなさい。

Ａ　〔　　〕の敵を長崎で討つ
Ｂ　〔　　〕の不養生
Ｃ　論より〔　　〕

Ｄ　花より〔　　〕
Ｅ　〔　　〕口に苦し
Ｆ　〔　　〕は一見に如かず
問三　次の説明に対応する表現として適当なものをあとのア～クから選び、符号で答えなさい。

Ａ　気持ちを引きしめ、態度を改めること
Ｂ　前触れなく物事をすること

Ｃ　人の気に入られるようつとめること
Ｄ　余分なもの、不要なもの
Ｅ　狭い知識にとらわれて、広い視野で物事を見られないこと
Ｆ　小さな差はあるが、たいした変わりはないこと
Ｇ　苦労して勉学に励むこと
Ｈ　一時しのぎに隠すこと
ア　五十歩百歩　　　　　イ　襟を正す
ウ　藪から棒　　　　　　エ　臭い物にふた
オ　井の中の蛙　　　　　カ　蛍雪の功

キ　蛇足　　　　　　　　ク　歓心を買う
 eq \o\ac(□,三)　語句について、次の問に答えなさい。
問一　次の語句の意味として適当なものをあとのア～エから選び、符号で答えなさい。
Ａ　常套句　　　　
ア　国内のどこの地域でも伝わることば
イ　真理にかない説得力を持つことば
ウ　ある場面でいつも決まって使うことば
エ　責任を逃れようとして言うことば
Ｂ　逆説
ア　真理に反するようで実は真理を言い表していること

イ　正反対の関係にある二つの説をつなぐこと
ウ　直前の内容とは正反対の関係にある考えやことば
エ　常識はずれの間違った考えやことば
Ｃ　意にも介さない

ア　気持ちがこもっていない

イ　注意しても聞かない

ウ　他人の気持ちが分からない

エ　気にもかけない

Ｄ　散文
ア　素人が書いた価値の低い文
イ　詩や和歌・俳句などの韻律を整えた文
ウ　字数・句法などに制限のない通常の文
エ　気ままに書いたとりとめのない文
Ｅ　情けは人のためならず
ア　自分に情けをかけると人間はだめになってしまう
イ　他人に情けをかけてもその人のためにならない
ウ　他人に情けをかけても自分のためにならない
エ　他人に情けをかけると自分にもよいことがある
問二　次の空欄には、漢数字が一つずつ入る。適当な漢字を補って四字熟語を完成させなさい。

Ａ　〔　　〕苦〔　　〕苦　　　Ｂ　朝〔　　〕暮〔　　〕

Ｃ　海〔　　〕山〔　　〕　　　Ｄ　〔　　〕束〔　　〕文

問三　次の四字熟語の意味として適当なものをあとのア～カから選び、符号で答えなさい。

Ａ　漱石枕流　　　Ｂ　呉越同舟　　　Ｃ　臥薪嘗胆
Ｄ　画竜点睛　　　Ｅ　天衣無縫　　　Ｆ　南船北馬
ア　仲の悪い者どうしが同じ場所にいること
イ　詩文に技巧のあとが見られず、完全で美しいこと
ウ　将来の成功を期して長い間苦労すること
エ　負け惜しみが強いこと
オ　物事の最後に大事な仕上げをすること
カ　あちらこちら旅をしてまわること
問四　次の四字熟語を漢字で答えなさい。

Ａ　イクドウオン　　　　　Ｂ　イッチョウイッセキ

Ｃ　イミシンチョウ　　　　Ｄ　イッキョリョウトク
Ｅ　キキイッパツ　　　　　Ｆ　タントウチョクニュウ
Ｇ　オンコチシン　　　　　Ｈ　キショウテンケツ
 eq \o\ac(□,四)　文法について、次の問に答えなさい。
問一　次の傍線部「れ」と文法的に同じ用法の「れ」が用いられている文をあとのア～エから選び、符号で答えなさい。
「コラ！」と怒鳴られた。

ア　先生が席に着かれた。
イ　運動会で友人に抜かれた。
ウ　小学校の頃が思い出された。
エ　時計が壊れた。
問二　次の傍線部のうち、Ａ・Ｂは尊敬語に、Ｃ・Ｄは謙譲語に改めなさい。
Ａ　先生が宿題を提出するようにと言った。

Ｂ　遠慮せずたくさん食べろ。

Ｃ　お送りいただいた写真を見ております。

Ｄ　大変お待たせしました。
 eq \o\ac(□,五)次のいろは歌の空欄をそれぞれひらがな五字で補いなさい。
いろはにほへと

〔　　①　　〕
わかよたれそ

〔　　②　　〕
うゐのおくやま

〔　　③　　〕
あさきゆめみし

〔　　④　　〕
 eq \o\ac(□,六)　次の文は、百人一首にもある和歌「忍ぶれど色にいでにけりわが恋は物や思ふと人のとふまで」を解釈したものである。空欄に「忍ぶ」と「色」の意味を補い、解釈を完成させなさい。
　〔　①　〕いたけれど、〔　②　〕に出てしまったよ、わたしの恋は。「もの思いでもしているの」と人が尋ねるほど。
 eq \o\ac(□,七)　次の空欄に入る語句として適当なものをあとのア～サから選び、符号で答えなさい。
『万葉集』は日本最古の〔　①　〕で、歌の数はおよそ四千五百首。成立は八世紀中頃で、この時代を〔　②　〕時代と呼ぶ。万葉集の代表歌人は〔　③　〕などである。


ア　物語　　イ　随筆　　ウ　歌集　　エ　詩集

オ　奈良　　カ　平安　　キ　鎌倉　　ク　室町

ケ　藤原敦忠　　 コ　上島鬼貫 　　サ　額田王
 eq \o\ac(□,八)　次の文を読んで、以下の問に答えなさい。
推敲

　唐の時代、詩人の賈島という人が、役人の試験を受けに上京した。ある日、ロバに乗っていて、ふとある一句を思いついた。それは、「鳥は宿る池辺の樹、僧はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たた),敲)く月下の門」というのである。はじめは「僧はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),推)す」としてみたが、思い直して「僧は敲く」と変え、どちらにするか迷いに迷って、ロバに乗ったまま、声に出して歌い比べたり、手をあげて推したり敲いたりするまねをしていた。

　ちょうどその時偉い役人の韓愈の行列が通りかかったが、夢中になっている賈島は気がつかず、ついうっかりその行列にぶつかってしまった。

　「無礼者め。」韓愈の家来はすぐさま賈島をひっとらえて、韓愈の前に連れて行った。賈島がことの次第をくわしく話すと、唐の時代第一の文章家だった韓愈はしばらく考えた後、「敲くのほうがいいだろう。」と言い、やがてふたりはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くつわ),轡)を並べて帰った。

問一　「推敲」ということばの意味を答えなさい。

問二　賈島はどのような人か。文中の賈島の行動を考えて答えなさい。

問三　韓愈の立派なところはどのような点か。文中の韓愈の行動を考えて答えなさい。

 eq \o\ac(□,九)　次の文を読んで、以下の問に答えなさい。
漁夫の利

戦国時代の話。趙という国が燕という国に戦争をしかけようとしていた。そこで、蘇代が、戦乱を避けようとして、趙の王である恵文王に言うには、「このたび、私がこちらにまいりますとき、易水という川を渡ってまいりましたところ、ドブガイが肉を出して日にさらしておりました。すると、シギがその肉をついばみましたので、ドブガイは貝を合わせて、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くちばし),嘴)をはさみました。いい勝負でどちらが有利かわかりません。シギが「今日も雨が降らず、明日も雨が降らなければ、死んだドブガイができあがるぞ。」と申しますと、ドブガイも「今日嘴が貝からとれず、明日もとれなければ、死んだシギができあがるぞ。」と申し、どちらも譲ろうといたしません。そこに、通りかかった漁師が、まんまと両方ともとらえてしまいました。今、趙は燕を攻めようとしております。趙と燕がながらく張り合って、人々を疲れさせてしまいますと、私には、あの強い秦の国が漁夫（漁師）になりはしまいかと危ぶまれるのでございます。ですから、王様よくよくお考えください。」恵文王は、「なるほど。」と言うと、取りやめにしたのだった。

問一　「漁夫の利」ということばの意味を答えなさい。

問二　「ドブガイ」「シギ」「漁師」はそれぞれ何をたとえたものか。文中の言葉で答えなさい。

問三　傍線部について、

Ａ　何を取りやめたのか。説明しなさい。

Ｂ　なぜ取りやめたのか。説明しなさい。







